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人々と社会╱私たちの優先事項

健康的な食品への
アクセス
食の安全と健やかな暮らしへの関心が高まるにつれ、安全で健康的な食品を
求める持続可能なソリューションに対するニーズが、かつてないほど大きく
なっています。

新しい市場、新しい課題
　当社のコア事業は、増え続ける世界人
口が安全な食品を得やすくすることです。
　新興市場では、これは新たな課題とな
っています。確固とした食品のバリュー
チェーンを構築し、経済ピラミッド
の底辺にいる人々に到達し、遠隔
地のコミュニティにおいても食
品が十分に行き渡るようにす
るには、どうしたらいいかと
いうことです。
　お客様や他のパートナー
と力を合わせ、私たちは、
食べる権利を実現させる効
果的なソリューションを見
つけ出しています。「Food 
for Development（FfD）」
プログラムを通じての経験
は、栄養化の高い食品を低所
得層でも手が届くものにする
ために役立っています。
パキスタンでは、当社の
「乳製品ハブ」プログ
ラムが成果を収め、
成長可能な地域の乳
産業を築いています

（21ページを参照）。

　また、食品の衛生水準を引き上げ、未
殺菌牛乳の危険性に関する意識を高める
ため、政府との協力も行っており、例え
ばエジプトでは女性向けセミナーを実施
しています。このような努力は、当社の
事業構築につながるだけでなく、国連ミ
レニアム開発目標（MDGs）の多くに貢
献するものでもあります。

健康と安全が第一優先
　すべての消費者にとって、購入する食
品が安全で体に良いと信頼できること
は、非常に重要なことです。健やかな暮
らしに対する関心はますます高まって
おり、食品のサプライチェーンにおける
透明性は、安全性を示す重要な指標であ
り、市場で小売業者やお客様に強く訴え
る手段となります。
　当社のトレーサビリティ手法を使用
すれば、お客様は継続的に製品をモ
ニターして、安全性と品質を確保する
ことができます。ブラジルのAurora 
Coopercentral社は、新発売のロングラ
イフ（UHT）牛乳にこれを使用していま
す。各容器および流通単位ごとに印刷さ
れた独自のコードにより、小売業者やお
客様は、インターネットポータルから製
品の由来に関する情報を得ることができ
ます。

テトラパックは、
人々とその暮らしを
大切にしています。
健康、健やかな暮らし、栄養。そして、
従業員に投資をし、強力なバリュー
チェーンを構築して、あらゆるシーンに
おける食品の安全性と有効性の実現を
目指しています。

私たちの仲間、私たちの地域社会
　従業員の能力開発、健康、安全も、同
じように重要です。すべてのテトラパッ
ク工場は、安全な職場づくりを実現する
ための手順を実施しています。健全な労
働慣行を守り、人権を尊重し、サプライ
ヤーと協力して同等の高い水準を守って
もらっています。
　私たちは、事業を行う世界中どこの地
域においても積極的な役割を果たしてい
ます。緊急支援とFfD活動は、当社の十八
番である、最も必要とされている場所に
おいて食品の安全性と有効性を実現する
ということを分かち合うものです（24ペ
ージを参照）。

学校給食
プログラムの
対象に

4900
万人の児童が

人々と社会╱私たちの優先事項
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学ぶために
　良き学びは、良き栄養から始まります。中国、日本、メキシコ、ケニア、タイ、ウクライナをはじめとする世界各地

で、学校給食プログラムは教育成果を高めています。健康および教育上の利益だけでなく、給食プログラムは経済成

長、技術移転、雇用創出を促進する役割も果たしています。ボスニアやウルグアイなどでも、新たなパイロット計画

が進行中です。

　牛乳に限らず、私たちはお客様と力を合わせ、地域の味覚に合う地域産品の需要を促進するため、果物、トウモロ

コシ、大豆、米、マメ、キャッサバなどを使った革新的な飲料の開発に取り組んでいます。

ガイアナ

　ガイアナ教育省の「全国学校給食プログラム」および世界銀行の「万人のための教育：ファスト・トラック・イニシ

アティブ」のおかげで、パッションフルーツ、チェリージュース、ビスケットというメニューが、幼稚園と小学校に通う

51,000人以上の子どもたちに提供されています。2010年を通して、地元で栽培された果物から作られたジュースが

596校で提供され、出席率が高まり、栄養状態が向上し、果樹園での雇用が生まれました。また、当社は、ジュー

ス製造、容器包装、品質管理の分野で現地のお客様を支援しています。

イラン

　2001年に政府が資金提供して発足したイラン学校牛乳プログラムは、世界最大規模のプログラ

ムのひとつで、1300万人を超える生徒が対象となっています。2010-2011年の学期中に約3億

3000万個のロングライフ牛乳が配布されました。

　WFPと提携した学校教育活動も行っており、2009年には、ロングライフ牛乳の容器回収・

リサイクルプログラムを、テヘランの120の小学校で開始しました。

ケニア

　アフリカ最大の牛乳生産国のひとつであるケニアは、1970年代から学校牛乳イニシ

アティブを実施しています。2008年に、保護者が支払いをする新たな学校牛乳プログ

ラム「Pacoh」が、当社、ケニア酪農庁、新ケニア乳業組合のパートナーシップにより

発足しました

パートナーシップのパワー
パートナーシップは、持続可能な経済発展にとって最も有力な手段です。
貧困や飢餓といった課題を単独で解決することはできませんが、みんなで
力を合わせることにより違いをもたらすことができます。

乳牛から消費者まで
　テトラパックと姉妹会社デラバルは、
乳牛から消費者まで、乳業の全バリュー
チェーンに関する深い知識と経験を持っ
ています。
　FfD事務局はこの専門能力を生かし、他
者との協力により、農業プログラムや学
校牛乳プログラムを発足させて栄養を向
上させ、食品のバリューチェーンを強化
することにより、国の乳産業の発展を支
援しています。
　持続可能な価値の創出は、地域のニー
ズに応えることから始まります。FfDパ
ートナーシップは、活発な資金調達、訓
練、技術、マーケティング・ノウハウを
必要なところにもたらします。
　パキスタンの乳製品ハブは、過去の食
糧危機に対応してテトラパックが開発し

たモデルで、農業生産力の構築、安全か
つ効率的な加工、市場開発が、乳業にお
ける存続可能なバリューチェーンを創出
するためにいかに重要であるかを物語る
ものです。FfD事務局は、バングラデシュ
でも乳製品ハブを立ち上げるための支援
をしており、さらに数ヶ国が現地の牛乳
生産を開発および拡大することに関心を
寄せています。

若い心に栄養を
　50ヶ国以上で、私たちは学校給食プロ
グラムに積極的に関与しており、合計で
約4900万人の子どもたちがその対象に
なっています。その半数以上が、発展途
上国の子どもたちです。学校で牛乳と栄
養価の高い食品を提供することは、衛生
状態と学業成果を向上させ、現地で生産

学校
栄養
プログラム
がもたらす多くの利点
•  通学を促す

• 児童の健康状態が良くなる

• 成績が良くなる

• 地元農業の発展を支援する

• バリューチェーンを通して雇用を生み出す

• 民間部門を発展させる

• 商業市場の構築を助ける

された良質な食品の需要を生むことにな
り、生活水準を高めます。
　また、現在、ガイアナ、コロンビア、
その他の国において、現地の収穫物を使用
した新たな非乳製品を模索しており、パー
トナーと協力して重度栄養失調児用の栄養
強化食品の開発に取り組んでいます。
　お客様や政府のほか、国連機関、
資金提供者、およびGAIN、GCNF、
INCAP、USAID、WFPなどの非政府組
織がパートナーとなっています。
　このようなバリューチェーン全体を捉
えた革新的パートナーシップを通じて、
貧困や栄養失調問題に取り組み、普遍
的教育を促進して、ミレニアム開発目標
（MDGs）の実現を目指しています。ま
た、食の安全保障を強化し、世界中の人
々に貢献しています。

白い財産
　2009年6月、エングロ・フーズ社はテトラパ

ック・パキスタンと提携し、「乳牛から消費者ま

で」のバリューチェーン・アプローチの一環とし

て、パキスタンにカソワール・コミュニティ・乳

製品ハブを設置しました。

　世界第3位の牛乳生産国であるパキスタンに

は、約5000万頭の牛がおり、年間の牛乳生産量

は約360億リットルにのぼります。乳業はGDPの

11%を占めます。しかし、生産力は概して低く、

品質にばらつきがあり、酪農業で収益性のある運

営を行う機会は限られています。

数百頭の群れ

　「ひとつの群れ」というコンセプトに基づい

て、カソワール・乳製品ハブは、半径15～20km

においてExcellence Awardを受賞しました。さ

らに多くのハブが、パキスタン全土で展開されつ

つあります。

規模拡大

　当社FfD事務局は、このモデルを他の国にも拡

大する支援を行っており、資金提供の候補社には

乳製品ハブの従業員を訓練するための技術的支援

を依頼しています。

　このコンセプトはすでにバングラデシュで導入

されており、最初の乳製品ハブでは1日あたりの

集乳量が6,000リットルから17,000リットルへ

と増加しました。大きな目標は、2020年までに

バングラデシュで60ヶ所の乳製品ハブを展開する

ことです。

にある20村から800の小規模酪農者を集結させて

います。村には、乳製品加工会社により集乳所が

設置されました。繁殖、飼料、家畜病、農場経営

技術に力を入れています。目指すものは、バリュ

ーチェーンの効率性です。

　2009年後半までに、新たに3ヶ所の乳製品ハブ

がネスレ・パキスタンによりミアンチャンヌに設

置されたほか、1ヶ所がHaleeb Foods社によりチ

ュチャク（オカラ）に建設中です。その成果は目

覚ましく、エングロ・乳製品ハブでは、1年間で1

日あたりの集乳量が400リットルから8,500リッ

トルへと増加しました。すべての乳製品ハブで、

家畜の死亡率が低下し、様々な疾病に対するワク

チンが4,600頭に実施され、約27,000人の酪農

者が訓練を受けました。

　2010年10月、この成功がアジアCSR賞で認め

られ、テトラパック・パキスタンは貧困削減部門

•  GAIN ‒ 栄養向上のためのグローバル
同盟

•  GCNF ‒ Global Child Nutrition 
 Foundation 

•  INCAP ‒ 中央アメリカ・パナマ
栄養研究所

•  USAID ‒ 米国国際開発庁

•  WFP ‒ 国連世界食糧計画
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セーフティーネット
すべてのテトラパックの事業所では、安全な職場を作るという責任を果たすための手順が実施さ

れています。私たちのアプローチは、現地の法律とそれぞれの事業運営の多様な特性に基づいて

います。例えば工場では、機械操作に関連する人間工学、騒音、リスクに特に注意を払います

が、事務所と工場で実施されている労働衛生安全イニシアティブは、人間工学とストレスに関連

する健康とリスクに取り組みます。

人々と社会╱私たちの仲間人々と社会╱私たちの仲間

変革をもたらす
私たちは、柔軟で革新的でやる気に満ちたチームを生み出すために投資を
行っています。これにより、ペースの早いビジネス環境において、お客様
のニーズを先取りすることが可能になります。

人を前面に、中心に
　変革の文化と個人の責任感を生み出
し、パフォーマンスの水準を高めること
により、2020年に向けた私たちの戦略を
実現することが可能になります。従業員
への投資は、そのための中心的要素です。
　当社では、毎年、従業員研修のために
約100,000日が当てられており、これは
1人当たり平均4.5日になります。すべて
の役職において、戦略達成に向けた役割
に照らしてコンピテンス・プロファイル
を策定し、様々な公式・非公式な研修を
行って、能力を高めるサポートをしてい
ます。
　私たちは、お客様の理解、品質、リ
ーダーシップ、プロジェクト管理と
いった、職能横断的で全社的なコ
ンピテンス分野に重点を置いてい
ます。また、当社がもたらす環

従業員研修の
ために年間

世界クラス 
　従業員は、私たちの最も重要な資産です。

従業員職務充足度調査では、テトラパックで

働くという経験について、多様性、リーダー

シップ、充足度といった10の側面から評点を

付けるものです。

　2008年より当社が毎年実施するこの調査

は、世界中の製造業における他社との比較を

行ってきました。その結果は、私たちが業界

のベストプラクティスを上回っていることを

境負荷について従業員の理解を深め、環
境戦略を実行する能力を身につけてもら
うことを目指しています。
　お客様やそれぞれの機能に密着するた
め、私たちの組織の多くは非中央化さ
れ、コンピテンス訓練のほとんどは地域
レベルで実施されていますし、労働関係
管理、衛生・安全についても同様です。

ダーウィンは正しかった
　変化に対する即応性を保つことに
より、将来の課題に最善の備えができ
ます。変化管理能力の強化を促すた
め、2010年、様々な地域と部門から100
人のマネージャーが4日間の研修プログラ
ムに参加しました。修了者たちは現在、
全社的な手法、ツールボックス、ワーク
ショップを利用して、それぞれの市場の
組織において変化に対応するイニシアテ
ィブを効果的に支援しています。

示しています。また、調査回答率も他社より

高く、2010年には92%でした。

　回答の90%以上は肯定的なもので、大部分

がテトラパックを環境に対して責任ある会社

と考えており、業界基準値を8%上回ってい

ます。

　この回答に基づき、改善するべき分野に

ついて世界規模および地域レベルの行動計

画を策定しています。これには、より良い

チームワークおよび職場関係の必要性など

があります。

100,000

08

20.119.5

10

女性のマネージャー

100%

マネージャーの分布
（%）

従業員の年齢
（%） 2008 2010

30歳以下 19.7 16.8

31‒40歳 34.6 37.8

41‒50歳 28.7 29.0

51‒60歳 14.9 14.3

多くの意見、共通の価値
　会社としては非中央化されています
が、21,800人の従業員は、強力なコアバ
リュー、共通のパフォーマンス指標、グ
ローバルプロセス、共通のリーダーシッ
プへの取り組みにより結び付けられてい
ます。ほぼすべての従業員がパフォーマ
ンスと能力開発に関する計画を持ち、彼
らのパフォーマンスは全社共通のレビュ
ープロセスによって測定されます。目標
と自己開発計画は、従業員と上司が共同
で決定し、会社のビジネススコアカード
から導き出されます。リサイクルのよう
な環境目標を含む一定の目標を達成した
場合は、奨励金を提供します。
　私たちは、包括的アプローチを促進
し、従業員の洞察を重視します。毎年実
施する従業員充足度調査（反対側のペー
ジの囲みを参照）が、私たちの働き方を
浮き彫りにしています。
　多くの製造会社同様、私たちも多様
性の増大という課題に直面していま
す。2010年には、上級管理職の6.7%が
女性で、22%が非ヨーロッパ系です。管
理職開発プロセスは、この傾向がさらに
高まるよう設定されています。

22  

日を充当
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人々と社会╱地域社会への関わり

肝心な時にそこにいること
物流システムとのパートナーシップを備えた当社は、地域社会が最も必要
としている時に重要な貢献を行うことができます。

命をつなぐ
　緊急時には、インフラが機能せず、人々
が基本的必要物資へのアクセスを断たれ
てしまい、医療、食品、水が何よりも優
先されます。冷蔵する必要のない安全な
供給品が必要不可欠です。
　私たちは世界中の隅々で業務を行って
いるので、そのような現場の近くには私
たちかパートナーがすでにおり、迅速に
対応できる物流と供給を備えている可能
性があります。テトララバル取締役会を
通して、当社は、緊急時に紙容器入りの
水と食糧を配布することを伝統にしてい
ます。
　この2年間、当社は、ハイチおよび日本
における壊滅的な地震、パキスタンおよ
びブラジルにおける洪水の被災者に支援
を提供してきました。

中核的な強み
3つの強みが、真の違いをもたらすために
役立っています。
1. 事業を行う地域社会における長年にわ
たる関与。資金配分の決定は経営陣レ
ベルで行われますが、支援の計画は現
地で進めます。災害時には、テトララ
バル取締役会が迅速かつ効果的に支援
を決定し、推進します。

2. FfDプログラムの経験から、救援物資
輸送に役立つ見識が提供でき、また、
現地NGOとのパートナーシップが存
在すること。例えばパキスタンとハイ
チでは、危機が発生した時すでに現地
でFfDの活動が確立されていました。

3. お客様やバリューチェーンにおける他
の関係者との強力な関係。ブラジル、

家を包む思いやり
　2008年、タイの全国放送のテレビ番組が、4人の人気女優によるリサイクル

推進活動を特集しました。テトラパックの後援により、「ジョー・セイブズ・ア

ース」は、使用済み紙容器を地域の販売店で回収に出すよう消費者に呼びかけま

した。そして、わずか6ヶ月で2100万個の紙容器がリサイクルされたのです。

　この成功を受け、テトラパックは、Princess Pa基金、タイ赤十字社、そして

同国最大の小売業者であるビッグCスーパーセンターと提携して、困窮した人々

への屋根材の提供を始めました。

　グリーンルーフ・プロジェクトでは、ビッグC店舗で回収した使用済み紙容器

が、屋根材と紙製品にリサイクルされています。テトラパックがリサイクル費用

を負担し、総費用750,000ユーロの3ヶ年キャンペーンを様々なチャネルを通

して推進しています。

　タイ伝統の寛大さと「ナムジャイ」すなわち「思いやりの心（flow of the 

heart）」に即した取り組みは、非常に大きな反響を呼びました。2010年に

は、720万個の紙容器が3,600枚の屋根材にリサイクルされました。2011年

には、この数字はほぼ3倍の10,000枚に達すると予測されます。屋根材は、天

災によって家が損壊または破壊された人々に贈られます。このような努力に対

し、テトラパックは、シンクタンクのエンタープライズ・アジアによる「Asia 

Responsible Entrepreneurship Awards South East Asia 2011」において

「Green Leadership Award」を受賞しました。

ハイチ、日本など、多くのケースにお
いて、当社は、より大きな効果をあげ
るために資源を貯蔵していました。

地域社会を築く
　私たちが真っ先に目指すのは、自社の
バリューチェーンを通した現物寄付で
す。安全な食品と水の供給を超えるニー
ズが生まれたら、学校や診療所のような
インフラの再構築を支援します。何が必
要とされるか、それを供給する最も良い
方法は何か、協力するべき適切なパート
ナーは誰かなど、それぞれの取り組みの
詳細は状況によって異なります。

牛乳と人間の善意
　2010年1月12日にハイチのポルトープランスを地震が襲った時は、何万人もの命が奪わ

れ、150万人以上が家を失いました。

　地震の3日後、テトララバル取締役会は350,000ユーロを緊急援助に充てることを決定し

ました。資金を使って、340万食分の牛乳を学校および地域社会の子どもたちに配布しまし

た。世界銀行が資金を提供して2008年に発足した学校牛乳プログラムにFfD事務局が関与

していたため、当社はすでに現地で活動しており、即座に支援を開始することができまし

た。

　当社の取引先であり学校牛乳プロジェクトのパートナーでもあるハイチの乳製品メーカー

VIVA SAと、この地域における他のお客様であるParmalat社、Rica社、Alpina社、Rudisa

社は、牛乳の供給に重要な役割を果たし、現地NGOが配布を行いました。

　フィード・ザ・チルドレン（FTC）は、そのようなNGOのひとつです。米国に本

拠を置くこの非営利緊急支援団体は、トラック153台分の食品および他の必需品を

供給し、最もニーズの大きい地区にミルククリニック（ミルク配布施設）を設置

しました。当社の寄付により、FTCはミルク17,500ケースを提供し、9ヶ所の配

布所を設置して12,000人の子どもに配布しました。

　学校牛乳プログラムはポルトープランスで継続され、2011年に43,000人の

子どもに必要不可欠な食糧を提供するとともに、通学意欲を高める要素にもなっ

ています。

より清潔な学校を作る「SEARCH」
プロジェクト
　インドで最も高い評価を受けている環境研究所のひとつであるTERI（エネルギー

資源研究所）がテトラパックと手を結び、学校の生徒と教員にリサイクルの重要性を

教えるキャンペーンを実施しました。2011年までにプロジェクトSEARCH（より

清潔な暮らしのためのリサイクルに対する鋭敏化、教育、意識）は、デリー、バンガ

ロール、ムンバイ、チャンディガルの160校で実施され、120,000人の生徒が参加

しました。

　それぞれの学校を「ごみゼロ校」にするため、収集センターを設置し、乾いたご

み、資源ごみ、使用済みテトラパック紙容器を収集しました。18ヶ月間で、紙容器

50,000個相当分と他の乾いたゴミ4,000kgが集まり、リサイクルに回されました。

　プロジェクトSEARCHは、現在200校に広がり、インド、ダッカ、バングラデ

シュで200,000人が参加しています。テトラパックとパートナーであるDaman 

Ganga Recycled Resourcesは、リサイクルにおける思慮あるリーダーシップに対

し、India Carbon Outlookより「2011 Parivartan Sustainability Leadership 

Award」を受賞しました。Parivartanは、インド初の持続可能性と革新技術に関す

る市場開発フォーラムです。
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ガバナンス╱私たちの責任

私たちの価値を
体現する
当社の企業文化は、強力な共通のコアバリューに基づいています。
倫理的に行動することも、そのひとつです。正しい行いをする 
こと。良いガバナンスは、サプライヤー、お客様、消費者、そして
社会全体の為になります。

正しい行いをする 
　戦略策定から意思決定、業務や活動の
しかたに至るまで、私たちが行うことす
べてに、コーポレート・ガバナンス・フ
レームワークは影響を与えています。
　その主な要素は、企業責任憲章、グル
ープ・ポリシーおよびプロシージャー、
コアバリュー、事業運営規約、リスク管
理および保証活動から成ります。グロー
バル・リーダーシップ・チームはフレー
ムワークの実施に対して責任を持ち、コ
ーポレート・ガバナンス室、地域のガバ
ナンス、リスク、コンプライアンス担当
責任者のネットワークがこれを支援し
ます。

大いなる期待
　私たちが世界中でどのように行動する
かは、事業運営規約に定められていま
す。これは、労働条件、差別反対、秘密
保持、利害の対立、財務報告、法の順

守、腐敗防止、汚職、児童労働、環境問
題に関するものです。また、私たちは、
人権、労働条件、環境、腐敗防止に関す
る国連グローバル・コンパクトの10原則
を順守しています。
　私たちはサプライヤーと密接に協力
し、サプライヤー向けの事業運営規約に
よって高い水準を維持しています。

厳しいチェック
　説明責任（アカウンタビリティ）は、
私たちにとって最重要事項のひとつで
す。毎年、当社のCEOとグローバル・
リーダーシップ・チームは、「経営に関
する宣言」に署名してテトララバル取締
役会に提出し、コーポレート・ガバナン
ス・フレームワークの順守を約束しま
す。これは、すべての市場および事業分
野の責任者による詳細な報告および自己
評価に基づくものです。
　テトララバルの社内監査チームは、グ

テトラパックでは、
良いガバナンスは
良いビジネスを意味します。
それは、共通の価値、リスクと
コンプライアンスに関する確固たる
プロセス、他者の利益の尊重という
強固な基盤です。

ループ全体にわたって、フレームワー
ク、方針および手順が順守されているか
を検証し、取締役会レベルの監査委員会
に報告します。
　また、2010年には、包装材およびキャ
ップを製造する工場が、Supplier Ethical 
Data Exchange（Sedex）への報告を開
始しました。これは、サプライチェーン
における責任ある事業慣行を促進するイ
ニシアティブです（30ページを参照）。

ガバナンス╱私たちの責任
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基本に戻る
私たちは、主要サプライヤーと協力し、高い水準を
維持するとともに事業価値の向上に努めています。

選ばれた少数
　原紙、ポリマー、アルミニウム、イ
ンクなどの当社原材料の大部分は、慎重
に選びぬかれたグローバルサプライヤー
から調達しています。森林管理協議会TM

（FSCTM）の認証、アルミニウムの責任
ある調達、気候変動などに関する目標を
達成する上で、サプライヤーは主要な戦
略パートナーであると私たちは考えます。
　これら40社のサプライヤーは、当社の
原材料購入量のほぼ95%、調達費全体の
半分を占めています。また、包装材がそ
の製品寿命の間に及ぼす気候変動への影
響の約40%を占めています。
　これは、責任ある調達という点で大き
なチャンスです。毎年、当社はサプライ
ヤーの業務および環境パフォーマンスに
対する評価を行っており、それには温室
効果ガス排出も含まれます。そして、当
社の戦略的優先事項に沿って目標とパラ
メーターを調整します。2011年にはサプ
ライヤー評価の約10%を環境基準が占め
ましたが、この比率は今後さらに大きく
なります。
　責任ある調達は、リスク管理を強化
し、パフォーマンスを向上させます。ま
た、知識を共有するための優れた手段で
もあり、ひいてはそれが改善と革新をも
たらします。

共通の価値は、パフォーマンスを強化します。

それは、私たちがどのように協力し、どのよう

に事業を遂行し、お客様、サプライヤー、ステ

ークホルダーに対してどのように振る舞うかを

導くものです。

お客様第一と長期的展望

• 価値を付加し、お客様を魅きつける

• 明日のその先を見すえて主導する

• 機会をとらえて学び、成長する

品質と技術革新

• 品質について決して妥協しない

• より良い、目的に合ったソリューションを

推進する

• 画期的な技術革新を育成する

自由と責任

• 会社とお客様の最善の利益を考えて、率先

して行動する

• 自分たちの行動に責任を取る

• 業務を行う地域社会に貢献する

協力と喜び

• 互いに尊重し合い、信頼し合って、比類ない

成果を出す

• ステークホルダーと協力する

• 達成したことを祝う

私たちの
コアバリュー

新たな課題、新たな規範
　課題があります。新興市場の成長とサ
プライヤー層の拡大は、労働法および環
境保護法の基準や施行レベルのばらつき
など、複雑化をもたらします。
　2011年以降、すべてのサプライヤーは
サプライヤー事業運営規約に署名し、国
連グローバル・コンパクトによって定め
られた労働、人権、環境に関する高い水
準のパフォーマンスを約束しなければな
りません。基準を満たさない場合、当社
との取引を失うおそれもあります。
　原紙サプライヤーには、FSCのように
広く受け入れられた基準に従って、マネ
ジメントシステムを維持し、データを提
出し、業務に対する認証を受けることを
期待します。森林管理およびトレーサビ
リティに関する監査は、毎年平均2～4社
のサプライヤーに対して行っています。
　統合されたバリューチェーンにおい
て、端から端まで全体における環境負荷
を削減するため、顧客とサプライヤーは
密接に協力する必要があります。私たち
は、このような強固な協力関係が、持続
可能な事業価値を創出するために最も優
れた基盤を築くと考えます。

従業員の
関与を引き出す
積極的に従業員に働きかけ、私たちがどこへ行こうとしているのか、それはなぜかを
理解してもらうことにより、コアバリューに命を吹き込むことができます。

「LiVE Tetra Pak! 」プログラム
　私たちのコアバリューは、当社の伝統
に根ざし、当社の未来を方向付けます。
テトラパックでは、私たちのひとりひと
りが、日々行うことすべてにおいてそれ
らの価値を体現する模範となる責任を持
っています。
　21,800人の従業員全員がひとつのチー
ムとして団結し、会社が掲げることを再
確認することができるよう、2009-2010
年に大規模な社内コミュニケーション・
プログラム「LiVE Tetra Pak」を実施し
ました。その目的は、全従業員の気持ち
を、私たちの戦略、コアバリュー、ブラ
ンドに向け、関与を引き出すことです。
　イベント、映像、様々な対話型の活動
を駆使して、討論を引き出し、議論を促
し、日々の業務を行う上で影響を及ぼす
問題を浮き彫りにしました。

理解の共有
　日々価値を実行するために役立つもう
ひとつの方法は、イントラネットや主要
スタッフの研修プログラムによって、コ
ーポレート・ガバナンス・フレームワー
クを身近なものにすることです。
　私たちはベストプラクティスを共有
し、ガバナンス・フレームワークをさら
に良いものにするため常に努力していま
す。2010年には、コーポレート・ガバナ
ンスに関する管理者研修プログラムを発
足させ、成功を収めました。2011年に
は、すべての販売会社がこのプログラム
を修了する予定です。インタラクティブ
なe-ラーニング・プログラムも、全社的
に導入する予定です。これらすべては、
私たちのリーダーがコアバリューを体現
する模範として行動することを支えるも
のです。
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サプライチェーン
における卓越性
　2010年、テトラパックは、Supplier 

Ethical Data Exchange（Sedex）に

サプライヤーとして参加しました。現

在、すべての包装材およびキャップの製

造工場がSedexシステムに報告を行って

います。

　Sedexにより、メンバーは、顧客と

サプライヤーの間の倫理パフォーマンス

データを共有することができます。その

目的は、サプライチェーンにおける社会

的・倫理的基準を整合させることです。

　Sedexは、機密に管理されたウェブベ

ースのシステムで、責任ある事業慣行に

関するインプットと測定が行えます。労

働基準、衛生・安全、環境、事業の誠実

性という4つの柱が、その基盤となって

います。

　メンバーは、グローバル・サプライチ

ェーンにおける倫理慣行の管理をより効

率的に行い、使いやすいデータ交換に

より、透明性を促進することができま

す。Sedex Members Ethical Trade 

Auditが共通のガイダンスと報告書式を

定めているため、互換性と有用性が確保

されています。

　私たちが目指すのは、お客様との信頼

関係と透明性を築き、私たちの「家がき

ちんと片付いている」ことを証明し、リ

スクを最小化することです。Sedexは、

バリューチェーンを通した監査、報告、

是正処置を行う共通基盤となり、お客様

に効率性を提供します。

倫理的
業務慣行
腐敗防止は、私たちのコーポレート・ガバナンスおよび誠実性のフレーム
ワークにとって重要な要素です。それは、お客様、サプライヤー、他の
ステークホルダーと信頼関係を築き、責任ある透明な事業文化を育成する
ために、必要不可欠なものです。

　腐敗防止は、国連グローバル・コンパ
クトの重要項目です。第10原則は、「強
要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗を防
止するために取り組む」と定めています。

「NO」の力
　テトラパックの事業運営規約は、倫理
的行動に関する期待を明確に定めていま
す。秘密保持や利害の対立に関する要求
事項のほか、腐敗、汚職、詐欺に対して
は絶対に認めない姿勢で臨むことも定め
ています。
　私たちは、賄賂を提供せず、申し出
ず、支払わず、要求せず、受領しませ
ん。賄賂とは、ある人物に贈答、融資、
手数料、報酬、または便宜を供与、約
束、または提示し、不正、違法、または
信頼を裏切る行為を行わせようとするこ
とを意味します。

声をあげる
　コーポレート・ガバナンス・フレーム
ワークに対する違反または重大な不適切
行為があった場合、内密に上級経営陣に
報告することができます。報告されたす
べての事柄について、監査責任者および
グループ会長（the Head of Audit and 
Group Chairman）が定める程度まで調
査を行います。
　2011年に、腐敗防止に関するウェブベ
ースのe-ラーニング・ツールを導入し、
これらの問題に対するテトラパック全体
の意識向上を図る予定です。

2004年より

国連グローバル・
コンパクト
に署名
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レポートの方法
毎年、テトラパックでは、事業の最重要課題であり、当社が最も
大きなインパクトを及ぼしうる持続可能性問題において、当社が
どのような影響を及ぼしているかを報告しています。

　持続可能性に関する進捗の報告は毎年
行い、戦略的視点からより詳細に分析し
た報告書を隔年で発行しています。この
印刷された報告書および関連するウェブ
サイトには、当社の戦略的目標、私たち
がどのように責任を管理し、目標の達成
に向けて、サプライヤー、お客様、消費
者、他の組織の関与を引き出しているか
が書かれています。

最も大切なこと
　この報告書で選んだトピックは、私た
ちの事業にとって最も関連性のある、重
大な問題を反映しています。これらを選
ぶに当たり、当社とステークホルダーが
2010年の持続可能性問題の重要性をどの
ように評価しているかをマッピングしま
した。社内の戦略文書、お客様と従業員
の充足度調査、製品ライフサイクル・ア
セスメント、トレンド分析、学術研究、
メディアの報告を用いて、発見したこと
を分析し、それらが当社の事業と評判に
およぼす影響を考えました。
　この2011年報告書の印刷版およびpdf
版は、当社の重点事項とアプローチを説
明するハイレベルな文書となっていま
す。ウェブ版もあり、当社が環境負荷を
どのように管理しているかを説明する、
より詳細な事例とインタラクティブメデ
ィアが用意されています。

「コミュニケーション・オン・プログレス」
　この報告書は、環境パフォーマンス、
労働および人権に関する慣行、腐敗防止
など、国連グローバル・コンパクトの10
原則を私たちがどのように推進し、ま
た、8つの国連ミレニアム開発目標のうち
6つにどのように直接貢献しているかを説
明するものでもあります。当社ウェブサ
イトと合わせて、この報告書は、2011
年の「コミュニケーション・オン・プロ
グレス」を構成し、私たちの取り組みが
どのように事業戦略や日々の業務に組み
込まれているかを示すため、グローバ
ル・コンパクトに提出されます。この更
新は、グローバル・コンパクトのActive 
criteriaに適合しています。
　主要な開示分野とパフォーマンス指標
は、可能な限り、サステナビリティ・レ
ポートの枠組みである「グローバル・レ
ポーティング・イニシアティブ（GRI）」
に基づいています。GRIインデックスは、
当社のウェブサイトでご覧になれます。

範囲
　当社は1999年より、環境パフォーマン
スに関する報告を行っています。前回のサ
ステナビリティ・レポートを発行したのは
2009年、前回の「コミュニケーション・
オン・プログレス」をグローバル・コン
パクトに提出したのは2010年７月です。
　別段の記載がない限り、2011年レポー
トには、2009年から2010年12月までの

共通の課題
　強力な関係を築くことは、常に、当社の事業

展開において重要な役割を果たしています。そ

れはまた、持続可能性に対する私たちの取り組

みにおける大きな特徴でもあります。

　目的を同じくする人々や組織の努力を集結す

ることにより、社会への良い影響を増幅させる

ことができます。私たちは、サプライヤー、サ

ブサプライヤー、従業員、お客様、小売業者、

消費者、政府機関、非政府組織、オピニオンリ

ーダー、規制当局、同業他社・団体に積極的に

働きかけ、当社の持続可能性目標への関与を引

き出しています。

　関係者の見識は、当社が市場に対する理解を

深め、より幅広い問題に取り組み、より弾力性

のある戦略を策定するために役立ち、当社のパ

フォーマンスを高めてくれます。私たちとステ

ークホルダーとの関係についての詳細は、オン

ライン・レポートをご覧ください。

間に、全世界で行われた当社の業務およ
びバリューチェーンにわたって21,800人
の従業員が行った活動を選んで取り上げ
ています。多大な投資を行ったり、大き
な成果をあげたりした活動を取り上げま
した。
　テトラパックは、テトララバル・グルー
プの一員であり、災害時救援のような一部
の取り組みにおいては、テトララバルの指
示を受けます。テトラパックは、テトララ
バルの事業の約80%を占めます。
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パートナーシップ
　当社は、互いの能力を合わせて地域社会に違い

をもたらせるか、そして当社の事業に関連性があ

るかに基づいて、パートナーを選択しています。

　私たちが目標を達成するために連携している主

要な機関の一部は、以下の通りです。

WWF

　2006年よりWWFと協力を行い、責任ある森

林管理および気候変動という共通の課題に取り

組んでいます。テトラパックは、WWFのマル

チ・ステークホルダー・イニシアティブである

グローバルフォレスト＆トレードネットワーク

（GFTN）およびクライメート・セイバーズに参

加しています。www.wwf.org

森林管理協議会TM（FSCTM）

　50ヶ国以上で導入され、堅固な手法とマル

チ・ステークホルダーの支援により、FSCは現

在、持続可能な森林管理の基準を最もよく満たす

世界規模の認証制度となっています。テトラパッ

クは、FSCの理事会の一員です。www.fsc.org 

世界資源研究所（WRI）

　WRIは、高い評価を受ける環境関連のシンク

タンクで、当社はそのCorporate Consultative 

Groupの一員です。www.wri.org

コンシューマー・グッズ・フォーラム

　コンシューマー・グッズ・フォーラムは、当社

のお客様、小売業者、同業他社などからなる世界

規模のマルチ・ステークホルダー・プラットフォ

ームです。持続可能性、衛生および安全性、人的

資源の開発など、5つの重点分野で取り組みを行

っています。www.ciesnet.com

国連グローバル・コンパクト

　グローバル・コンパクトは、署名した組織の力

を結集して10原則の実現を目指しています。ま

た、テトラパックは、国連ミレニアム開発目標な

ど広範囲にわたる多くの国連の目標に貢献してい

ます。www.unglobalcompact.org

GAIN ‒ Global Alliance for Improved 
Nutrition（栄養向上のためのグローバル同盟）

　テトラパックはパートナーとして、危機に瀕し

ている人々に栄養を供給することにより栄養失調

を減らそうとするGAINの活動を支援しています。

www.gainhealth.org

GCNF - Global Child Nutrition Foundation

　GCNFの使命は、地域社会規模の給食プログ

ラムにより、子どもたちの学習機会を拡大するこ

とです。2008年より、テトラパックの代表者が

GCNF理事会の一員となっています。

www.gcnf.org

連絡先
Eメール： SU2011@tetrapak.com
www.facebook.com/tetrapak

オンライン・レポート
インタラクティブ素材、ケース事例、および主な環境負荷の管理方法に

関する詳細は、オンライン・レポートをご覧ください。

www.tetrapak.com/SU2011

レポート・パラメータ



極度の貧困と飢餓の撲滅
「Food for Development（FfD）」プログラム、学校栄養
事業、「乳製品ハブ」、そして緊急支援活動により、飢餓
撲滅に取り組み、経済ピラミッドの底辺に雇用および収入
機会を生み出しています。

普遍的初等教育の達成
学校給食により、世界中の子どもたちが初等教育を完全に修了
することが容易になります。

ジェンダーの平等の推進と女性の地位向上
学校給食により、少女たちが学校に通う可能性が高まります。
乳製品ハブは、農家の女性たちに力を与えます。

HIV/AIDS、マラリア、その他の疾病の蔓延防止
HIV/AIDSへの取り組みとして、南アフリカ、ケニア、ナイジェ
リアの従業員、地域社会、サプライチェーンに対し、Swedish 
Workplace HIV/AIDS Programmeを実施しています。

環境の持続可能性の確保
テトラパックは、バリューチェーンを通した環境優位性を推進
し、持続可能な調達および技術革新を促進することにより、
気候変動の抑止とリサイクルの強化に取り組んでいます。

開発のためのグローバル・パートナーシップの構築
FfDに即した当社のバリューチェーン・モデルは、民間部門を
強化し、農業開発を促進し、地域の能力を構築します。原紙の
100%を森林管理協議会（FSCTM）の認証を受けたものにし
ようとする努力は、持続可能な森林管理の普及を支えるもの
です。

テトラパックと国連ミレニアム
開発目標
2015年は、国連ミレニアム開発目標を達成する目標期限です。
私たちは、6つの目標達成に対して直接貢献しています。

Tetra Pak、テトラパック、「大切なものを包んでいます」は、
テトラパックグループに帰属する商標です。
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